
 

 

 

 

 

 

 

 

ゲンジボタルは大型のホタルで、幼虫は清流で１年間過ごしますが、 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ゲンジボタルは大型のホタ

ルで、幼虫は清流で１年間

過ごしますが、成虫の寿命

は１ 

～２週間です。講座では、講

師が「ホタル生態水槽」で飼

育したゲンジボタルを観察 

し、ホタルの生態を学びま

す。日没後は

 

 

日 時：２０２６年５月３０日（土）１３：３０集合 

～ ５月３１日（日）１３：３０解散 

会 場：千葉市少年自然の家（千葉県⾧生郡⾧柄町針ヶ谷字中野１５９１－４０） 

＜電車の場合＞JR 外房線茂原駅南口下車 

▶ 小湊鐵道バス「ロングウッドステーション」・「労災病院」行きに乗り（約２０分）、 

「千葉市少年自然の家入口」で下車▶ 徒歩約２０分 

講 師：佐野 郷美 氏（東邦大学理学部非常勤講師） 

川北 裕之 氏（千葉県立松戸馬橋高等学校教諭） 

対 象：小学１～６年生と保護者１名 親子１５組（申込多数の時は抽選） 

参加費：子ども ５,０００円 保護者 ６,０００円 

（宿泊費、食費、保険代、教材費等） 

 

申 込： 参加ご希望の方は、4 月 20 日（月）までに、お申し込みください。   

●ホームページ（https://chibasai.pro.tok2.com/）の「ちばサイの行事」から、 

当該行事欄の《メール》をクリックし、表示の書式に沿って所定事項を記入し、お申し込みください。 

●ファックスを使用する方は、下記の申込書に記入をして、直接担当者にお申し込みください。 

申込先 FAX：０４３－２６５－３０１６（ちばサイエンスの会 平井）まで 

受付確認などの連絡用メールアドレス：chibasai_event@yahoo.co.jp 

 

主催：ＮＰＯ法人ちばサイエンスの会    後援：千葉市教育委員会  
   

 

 

 

 

ホタルはどんな生活をしているのか

な？ 

 

ホタルの幼虫は清流で１年間過ごしますが、成虫の寿命は１～２週間です。 

講座では、講師が「ホタル生態水槽」で飼育したゲンジボタルを観察し、 

日没後は、ホタルの成虫が幻想的な光を点滅する様子を観察します。 

房総の海で光るウミホタルも観察・実験をして、発光の仕組みを学びます。 

翌日は周辺の里山を散策して、初夏の植物や生き物（昆虫）を観察します。 

親子で宿泊をして、生き物の神秘、里山の魅力を、ぜひ体験してください。 

 

 

千葉市少年自然の家に宿泊。 

体験活動施設です。 


